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	　記入上の注意　（下記の場合、用紙をコピーし、別々に作成して下さい。）
1. 全日制・定時制など複数の課程が併設されている場合。
2. ２校以上勤務している場合。
3. ２名以上の書道担当者がいる場合。



学校名・課程・学級数　　　 　　　　　　　　   　　立　　　　　       　　　　　　　　　          高等学校　
　　　                     　（ＴＥＬ）　　　     　　　 　　　　（ＦＡＸ）　    　　　　　　　　　　　　　
（　全日　・　定時　・　通信　）制 　(１年　　 学級)(２年　　 学級)(３年　  学級)(４年 　  学級)（その他　　　）

	（　ふ　り　が　な　）
氏　　　　　名
	採　 用　 形　 態
（○で囲む）
	他校兼務の有無 *１
（有無を○で囲む）
	書道
担当　時間数
	兼任教科担当 *１
時間数(教科名)

	(              )



年齢（4/1現在）
(      )才
	主幹教諭
教諭
再任用教諭（ﾌﾙﾀｲﾑ）
再任用教諭（短時間）
臨時的任用教諭
任期付短時間教諭
非常勤講師
	有           *２
(　　　  　)
(　　　　　)
(　　　　　)

無
	




時間
	
　　  　時間
(  　　　　   )
 
　　　  時間
(  　　　　   )


*１ 兼務とは２校以上の学校に勤務する場合、兼任とは書道と他教科との複数の教科を担当する場合を指します。
*２ 他校兼務「有」の場合は兼務校名を（　）に記入して下さい。

２　開講状況について
	科　目　名
	必修・選択 *３
（○で囲む）
	実施学年
	(A)
単位数
	(B)
講座数 *４
	(A)×(B)
持ち時間
	受講生徒数

	書　道　Ⅰ
	必修・選択
	   年次
	単位
	講座
	時間
	

	書　道　Ⅱ
	必修・選択
	年次
	単位
	講座
	時間
	

	書　道　Ⅲ
	必修・選択
	年次
	単位
	講座
	時間
	

	学校設定科目
	
	必修・選択
	年次
	単位
	講座
	時間
	

	
	
	必修・選択
	年次
	単位
	講座
	時間
	

	
	
	必修・選択
	年次
	単位
	講座
	時間
	


*３ 必修とは学年全体が履修する芸術科の選択必修で、選択とは文系・理系等の類系による一部生徒の選択や他の科目との同時展開による選択を指します。
*４ 受講希望者数等の関係で実施されなかった科目も教育課程表に掲載してあれば講座数「０」として記入して下さい。

３　貴校における書道教育の状況について（該当する項目に○印を付けて下さい。複数回答可能）
（１）授業に関わる変化について
①単位数の増加　②単位数の減少　③講座数の増加　④講座数の減少　⑤受講生徒数の増加　⑥受講生徒数の減少
⑦必修から選択に変更　⑧選択から必修に変更　⑨学校設定科目の増設　⑩学校設定科目の削減　⑪その他
⑪については授業に関わる変化について示してください……（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）特色ある授業展開について
　　① 学校設定科目の開講　② 他教科との連携　③ 社会人講師の活用　④ 学校間連携の実施　⑤ その他
③④についてその内容を詳しく書いて下さい……（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤については特色ある展開を示して下さい……（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
